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年
頭
年
頭
年
頭
年
頭
の
ご
の
ご
の
ご
の
ご
挨
拶
挨
拶
挨
拶
挨
拶    

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会    

 
 

 
 

 
 

 
 

会
長
会
長
会
長
会
長    
澤
井
澤
井
澤
井
澤
井    

幸
造
幸
造
幸
造
幸
造    

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会
の
皆
様
方
に

は
お
元
気
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
・
東
京

間
開
業
後
二
年
目
の
年
と
な
り
ま
し
た
が
、

観
光
客
の
入
り
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

兼
六
園
の
入
園
者
数
や
県
内
の
主
要
温
泉

地
の
宿
泊
客
数
が
、
昨
年
と
同
様
に
開
業

前
を
大
き
く
上
回
り
順
調
に
推
移
し
た
と

お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
八
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
、
石
川
県
出
身
の
選
手
三
名
が
見

事
な
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。 

レ
ス
リ
ン
グ
女
子
の
津
幡
町
出
身
川

井
梨
紗
子
選
手
が
金
、
柔
道
女
子
金
沢
市

出
身
の
松
本
薫
選
手
が
銅
、
競
泳
男
子
の

能
美
市
出
身
の
小
堀
勇
気
選
手
が
銅
メ
ダ

ル
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
石
川
県
人

と
し
て
大
変
誇
ら
し
く
、
私
達
に
大
き
な

夢
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

一
方
、
本
会
の
事
業
も
創
意
工
夫
を
し

な
が
ら
進
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

六
月
十
八
日
に
都
島
区
の
太
閤
園
で
開

催
し
ま
し
た
第
四
十
六
回
定
例
総
会
で
は

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
鶴
来
町
出
身
で
第
四

十
八
回
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
新
人
賞
を
受

賞
し
た
「
山
本
あ
き
」
さ
ん
に
ご
出
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。    

 

八
月
に
は
夏
の
全
国
高
校
野
球
大
会
に

星
稜
高
校
が
出
場
し
、
第
一
試
合
で
市
和

歌
山
と
対
戦
、
健
闘
む
な
し
く
八
対
二
で

敗
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
す
ば

ら
し
い
戦
い
ぶ
り
は
私
た
ち
に
元
気
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。 

こ
の
時
も
三
十
名
弱
の
県
人
会
の
皆
様

と
と
も
に
応
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

ま
た
、
九
月
二
十
五
日
に
は
金
沢
駅
前

に
あ
り
ま
す
「
ホ
テ
ル
金
沢
」
に
お
き
ま

し
て
開
催
さ
れ
た
「
第
十
五
回
全
国
石
川

県
人
会
連
合
会
金
沢
大
会
」
に
、
本
会
か

ら
百
名
を
超
え
る
会
員
の
皆
様
に
ご
参
加

頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
。 

今
後
も
様
々
な
事
業
に
工
夫
を
凝
ら
し
、

団
結
を
深
め
、
引
き
続
き
ふ
る
さ
と
石
川

の
応
援
団
と
し
て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
か
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。    

県
人
会

県
人
会

県
人
会

県
人
会
だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り    

関
西
松
任
会

関
西
松
任
会

関
西
松
任
会

関
西
松
任
会
がががが
総
会
総
会
総
会
総
会
・・・・

    

懇
親
会

懇
親
会

懇
親
会

懇
親
会
をををを
開
催
開
催
開
催
開
催    

昨
年
七
月
二
日
、
大
阪
市
中
央
区
「
大

阪
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
」
内
の
パ
ノ
ラ
マ
ス

カ
イ
レ
ス
ト
ラ

ン
ア
サ
ヒ
に
お

い
て
、
関
西
松

任
会
の
総
会
・

懇
親
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

地
元
白
山
市

か
ら
は
山
田
憲

昭
市
長
が
出
席

さ
れ
、
参
加
者
と
親
し
く
懇
談
を
さ
れ
ま

し
た
。 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
大
正
琴
や
ビ
ン

ゴ
大
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
催
さ
れ
、
和

や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

    

神
戸
神
戸
神
戸
神
戸
あ
す
な
ろ

あ
す
な
ろ

あ
す
な
ろ

あ
す
な
ろ
会会会会
がががが
総
会
総
会
総
会
総
会
をををを
開開開開
催催催催    

昨
年
七
月
二
日
、
神
戸
市
中
央
区
の
神

戸
商
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内
の
ス
テ
ラ

コ
ー
ト
に
お
い
て
神
戸
あ
す
な
ろ
会
の
総

会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
再
選

さ
れ
た
鶴
来
会
長
か
ら
は
北
陸
新
幹
線
の

開
業
効
果
の
大
き
さ
と
大
阪
ま
で
の
一
日

も
早
い
全
線
開
通
を
期
待
し
て
い
る
旨
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

    

京
都
県
人

京
都
県
人

京
都
県
人

京
都
県
人
の
つ
ど
い
を

の
つ
ど
い
を

の
つ
ど
い
を

の
つ
ど
い
を
開
催
開
催
開
催
開
催    

    

昨
年
十
月
二
日
、
京
都
市
中
京
区
の
Ａ

Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
京
都
に
お

い
て
、
京
都
県
人
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。。。。    

県
人
京
都
連
合
会
結
成
四
十
五
周
年
・

京
都
石
川
県
人
会
創
立
二
十
周
年
を
記
念

し
て
行
わ
れ
た
こ
の
式
典
は
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
に
宝
生
流
の
祝
言
能
「
高
砂
」
が
披

露
さ
れ
厳
粛
な
ム
ー
ド
の
中
、
式
典
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。    

川
本
会
長
か
ら
は
長
き
に
わ
た
り
県
人

会
を
運
営
し
て
こ
ら
れ
た
役
員
と
会
員
の

方
へ
の
感
謝
の
意
が
述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、

前
田
利
祐
加
賀
前
田
家
第
十
八
代
当
主
並

び
に
千
玄
室
裏
千
家
第
十
五
代
前
家
元
の

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
引
き
続
き
木
越
康
・
大
谷
大
学

学
長
（
石
川
県
出
身
）
に
よ
る
記
念
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。 

二
部
の
交
流
会
で
は
、
勇
壮
な
御
陣
乗

太
鼓
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
映
像
に
よ
り

ふ
る
さ
と
石
川
が
紹
介
さ
れ
、
最
後
に
全

員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
て
会
を
終

了
し
ま
し
た
。 

                

鶴来鶴来鶴来鶴来会長会長会長会長挨拶挨拶挨拶挨拶    

川本会長挨拶川本会長挨拶川本会長挨拶川本会長挨拶    



- 3 - 

 

能
親
会

能
親
会

能
親
会

能
親
会
がががが
「「「「七
十
周
年
記
念
総
会

七
十
周
年
記
念
総
会

七
十
周
年
記
念
総
会

七
十
周
年
記
念
総
会

をををを
開
催
開
催
開
催
開
催    

    

昨
年
十
月
二
十
六
日
、
故
人
を
偲
ぶ
法

要
が
服
部
霊
園
に
お
い
て
厳
か
に
営
ま
れ

ま
し
た
。 

昭
和
二
十
二
年
一
月
十
八
日(

会
員
十

二
名)

に
大
阪
能
親
会
が
発
足
し
て
か
ら
、

今
年
で
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
る
事
が
で

き
ま
し

た
。
こ

れ
も
能

親
会
の

先
人
の

皆
様
の

ご
努
力

の
お
か

げ
で
あ

り
ま
す
。

    

碑
に

刻
ま
れ

た
「
俱

会
一
處
」
の
文
字
を
見
ま
す
と
先
人
の
活

躍
が
偲
ば
れ
ま
す
。 

料
亭
「
芝
苑
」
に
於
い
て
毎
月
の
集
ま

り
の
場
が
設
け
ら
れ
六
十
数
年
に
な
る
そ

う
で
す
。 

近
江
会
長
の
御
挨
拶
に
始
ま
り
、
思
い

出
を
語
り
大
い
に
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
信
条
（
一
期
一
会
）
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
大
阪
能
親
会
が
発
展
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

      

関
西
羽
咋
会

関
西
羽
咋
会

関
西
羽
咋
会

関
西
羽
咋
会
がががが
総
会
総
会
総
会
総
会
をををを
開
催
開
催
開
催
開
催    

    

昨
年
十
一
月
五
日
、
新
大
阪
ワ
シ
ン
ト

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
羽
咋
市
か

ら
、
山
辺
羽
咋
市
長
、
大
塚
市
議
会
議
長
、

久
保
商
工
会
会
長
ほ
か
、
多
数
の
ご
来
賓

に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
第
二
回
関
西
羽
咋

会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。    

第
一
部
の
総
会
に
続
き
行
わ
れ
た
第
二 

部
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で

は
、
特
別

ゲ
ス
ト
に

お
迎
え
し

た
藤
村
洋

子
さ
ん
に

よ
る
、
歌

と
生
け
花

が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
懇
親
会
で
は
会
員
に
よ
る
カ
ラ

オ
ケ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
地
元
特

産
品
が
も
ら
え
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
会

場
は
歓
喜
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。 

関
西
関
西
関
西
関
西
珠
洲
会

珠
洲
会

珠
洲
会

珠
洲
会
がががが
総
会
総
会
総
会
総
会
をををを
開
催
開
催
開
催
開
催    

昨
年
十
一
月
六
日
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
大

阪
に
お
い
て
、
平
成
二
十
八
年
度
の
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

地
元
珠
洲
市
か
ら
は
、
泉
谷
市
長
、
商

工
会
議
所
・
副
会
頭
の
重
政
氏
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
案

を
審
議
す
る
と
と
も
に
、
新
入
会
員
の
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は
奈
良
の
春
日
大
社
で
十
一

月
十
一
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
行
わ
れ

る
式
年
造
替
万
燈
会
に
飯
田
町
の
燈
籠
山

が
参
加
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、

も
っ
と
知
り
た
い
珠
洲
市
・
能
登
町
ク
イ

ズ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
近
況
の
報
告

や
昔
話
が
尽
き
な
い
中
、
最
後
に
参
加
者

全
員
で
、「
能
登
未
練
」
を
合
唱
し
閉
会
し

ま
し
た
。 

大
阪
輪
島
会

大
阪
輪
島
会

大
阪
輪
島
会

大
阪
輪
島
会
がががが
総
会
総
会
総
会
総
会
をををを
開
催
開
催
開
催
開
催    

昨
年
十
一
月
六
日
、
大
阪
マ
リ
オ
ッ
ト

都
ホ
テ
ル
（
ア
ベ
ノ
ハ
ル
カ
ス
二
十
階
）

に
お
い
て
、
平
成
二
十
八
年
度
の
総
会
・

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

兵
庫
会
長
か
ら
は
、「
昨
年
は
北
陸
新
幹

線
の
金
沢
開
業
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続
ド

ラ
マ
「
ま
れ
」
の
放
映
に
よ
り
輪
島
へ
も

多
く
の
観
光
客
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
。 

本
日
の
本
総
会
で
は
ア
ベ
ノ
ハ
ル
カ
ス
二

十
階
か
ら
の
大
阪
市
内
の
眺
望
・
夜
景
を

お
楽
し
み
頂
き
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、

続
い
て
、
梶
輪
島
市
長
、
森
輪
島
市
議
会

議
長
が
挨
拶
、
東
京
輪
島
会
、
東
海
輪
島

会
か
ら
も
会
長
が
駆
け
つ
け
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。 

続
く
懇
親
会
で
は
松
田
有
生
マ
ジ
シ
ャ

ン
に
よ
る
手
品
が
披
露
さ
れ
、
会
員
も
参

加
し
て
の
マ
ジ
ッ
ク
に
会
場
も
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

関
西
鶴
来

関
西
鶴
来

関
西
鶴
来

関
西
鶴
来
会会会会
がががが
総
会
総
会
総
会
総
会
をををを
開
催
開
催
開
催
開
催    

昨
年
十
一
月
十
二
日
、
大
阪
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
に
お
い
て
、
関
西
鶴
来
会
（
よ
る

ま
い
会
）
の
定
例
総
会
、
懇
親
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

浅ヶ谷浅ヶ谷浅ヶ谷浅ヶ谷会長挨拶会長挨拶会長挨拶会長挨拶    

松島会長挨拶松島会長挨拶松島会長挨拶松島会長挨拶    

全員でふるさとを合唱全員でふるさとを合唱全員でふるさとを合唱全員でふるさとを合唱    兵庫会長挨拶兵庫会長挨拶兵庫会長挨拶兵庫会長挨拶    
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来
賓
の
井
田
白
山
市
副
市
長
、
村
本
副

議
長
の
祝
辞
の
後
、
総
会
で
は
今
後
も
会

員
の
減
少
が
心
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
白

山
会
や
松
任
会
と
の
合
同
も
検
討
し
て
い

く
こ
と
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

続
く
懇
親
会
で
は
全
員
に
も
れ
な
く
景

品
が
準
備
さ
れ
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
わ

れ
、
最
後
に
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
て

終
了
し
ま
し
た
。 

関
西
関
西
関
西
関
西
だ
よ
だ
よ
だ
よ
だ
よ
りりりり    

    

星星星星
稜稜稜稜
高
校
惜

高
校
惜

高
校
惜

高
校
惜
し
く
も

し
く
も

し
く
も

し
く
も
初
戦
初
戦
初
戦
初
戦
敗
退
敗
退
敗
退
敗
退    

第
九
十
八
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大

会
第
四
日
の
、
八
月
十
日
、
甲
子
園
球
場

で
一
回

戦
四
試

合
が
行

わ
れ
、

三
試
合

目
に
登

場
し
た

星
稜
高

校
は
市

和
歌
山

に
序
盤

と
終
盤
に
得
点
さ
れ
、
序
盤
に
反
発
力
を

見
せ
ま
し
た
が
、
中
盤
以
降
の
好
機
を
も

の
に
で
き
ず
、
善
戦
む
な
し
く
二
対
八
で

敗
れ
ま
し
た
。 

県
人
会
は
三
十
名
か
ら
な
る
応
援
団
を

結
成
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
の
熱
い
応

援
に
、
警
備
員
か
ら
注
意
を
う
け
る
一
幕

も
（
プ
ラ
カ
ー
ド
は
禁
止
と
の
こ
と
）
。 

な
お
、
試
合
に
先
立
ち
、
澤
井
県
人
会

連
合
会
会
長
、
辻
口
副
会
長
、
篠
原
北
國

銀
行
大
阪
副
支
店
長
が
星
稜
高
校
ナ
イ
ン

の
宿
泊
先
を
訪
れ
、
激
励
し
ま
し
た
。 

奈
良
奈
良
奈
良
奈
良
のののの
春
日
大
社

春
日
大
社

春
日
大
社

春
日
大
社
にににに
珠
洲
市

珠
洲
市

珠
洲
市

珠
洲
市

燈
籠
山

燈
籠
山

燈
籠
山

燈
籠
山
がががが
参
加
参
加
参
加
参
加    

十
一
月
十
一
日
、
珠
洲
の
燈
籠
山
が
二

十
年
に
一
度
の
奈
良
春
日
大
社
、
本
殿
修

繕
「
式
年
造
替
」
の
奉
祝
行
事
に
参
加
、

巨
大
な
燈
籠
が
参
拝
客
や
観
光
客
を
驚
か

せ
ま
し
た
。 

関
西
珠
洲
会
の
坂
本
会
長
ほ
か
、
珠
洲

会
の
メ
ン
バ
ー
や
参
拝
客
も
曳
き
手
と
し

て
参
加
、
燈
籠
山
の
巨
体
が
回
転
す
る
際

に
は
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。 

ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル

ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル

ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル

ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
大
阪
大
阪
大
阪
大
阪
でででで    

観
光
特
使

観
光
特
使

観
光
特
使

観
光
特
使
とととと
県
人
会

県
人
会

県
人
会

県
人
会
と
の
と
の
と
の
と
の
交
流
会

交
流
会

交
流
会

交
流
会

をををを
開
催
開
催
開
催
開
催    

十
一
月
十
八
日
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ

ル
大
阪
に
お
い
て
、
関
西
石
川
県
人
会
・

観
光
特
使

合
同
交
流

会
が
開
催

さ
れ
ま
し

た
。 観

光
戦

略

推

進

部
・
良
澤

次
長
か
ら

県
の
観
光
プ
ラ
ン
２
０
１
６
に
つ
い
て
の

説
明
の
後
、
観
光
特
使
の
秋
川
雅
信
様
か

ら
活
動
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
交
流
会
で
は
澤
井
幸
造
会
長
の

発
声
に
よ
り
乾
杯
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
金
沢
出
身
の
男
性
歌
手
「
水
田
た
け
し
」

さ
ん
に
よ
る
お
話
と
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

な
お
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
能
川
総

支
配
人
の
ご
配
慮
に
よ
り
、
メ
ニ
ュ
ー
に

は
石
川
県
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
が
出
さ

れ
、
参
加
者
一
同
、
な
つ
か
し
い
故
郷
の

味
に
舌
鼓
を
う
ち
ま
し
た
。 

    

中
能
登
町
料
理
飲
食
組
合

中
能
登
町
料
理
飲
食
組
合

中
能
登
町
料
理
飲
食
組
合

中
能
登
町
料
理
飲
食
組
合

がががが
大
阪
市
内

大
阪
市
内

大
阪
市
内

大
阪
市
内
でででで
研
修
研
修
研
修
研
修    

十
一
月
二
十
八
日
、
中
能
登
町
料
理
飲

食
組
合
（
会
長 

古
玉
栄
治
）
の
一
行
十

三
人
は
中
能
登
町
が
商
品
化
を
進
め
る

「
中
能
登
御
膳
」
の
メ
ニ
ュ
ー
に
、
近
年
、

農
作
物
へ
の
被
害
が
増
加
し
て
い
る
「
い

の
し
し
肉
」
を
取
り
入
れ
た
一
品
を
開
発

す
る
た
め
、
大
阪
能
登
互
助
会 

役
員
（
友

愛
会
会
長
）
の
松
生
邦
義
氏
の
紹
介
に
よ

り
大
阪
東

心
斎
橋
に

あ
る
季
節

料

理

店

「
よ
し
だ

屋
」
に
て
、

店
主
の
安

土
保
夫
氏

よ
り
イ
ノ

シ
シ
肉
の

部
位
毎
に

適
し
た
調
理
方
法
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。 

 

一
行
は
研
修
終
了
後 

す
ま
し
仕
立
て

の
だ
し
汁
に
て
調
理
し
た
イ
ノ
シ
シ
肉
を

堪
能
し
ま
し
た
。 

航
空
学
園
高
校

航
空
学
園
高
校

航
空
学
園
高
校

航
空
学
園
高
校
がががが
花
園
花
園
花
園
花
園
ララララ

ク
ビ
ー

ク
ビ
ー

ク
ビ
ー

ク
ビ
ー
場場場場
にににに
出
場
出
場
出
場
出
場    

今
年
度
も
圧
倒
的
な
強
さ
で
県
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
航
空
石
川
が
、
十
二
月
二
十

七
日
か
ら
東
大
阪
市
の
花
園
ラ
ク
ビ
ー
場

で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
岡
山
県
代
表

の
玉
島
高
校
と
の
試
合
で
は
、
九
十
三
対

五
で
圧
勝
。
県
人
会
か
ら
は
十
名
の
応
援

団
を
結
成
し
ス
タ
ン
ド
か
ら
声
援
を
送
り

ま
し
た
。
な
お
、
試
合
に
先
立
ち
澤
井
県

人
会
会
長
並
び
に
兵
庫
関
西
輪
島
会
会
長

が
選
手
が
宿
泊
す
る
奈
良
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
に
駆
け
つ
け
選
手
を
激
励
し
ま
し
た
。

選
手
代
表
の
藤
巻
主
将
は
、
ベ
ス
ト
四
を

目
標
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
と
と
力
強
く

宣
言
し
て
い
ま
し
た
。 

大
阪
能
友
会

大
阪
能
友
会

大
阪
能
友
会

大
阪
能
友
会    

    

百百百百
一
年
一
年
一
年
一
年
のののの
歴
史
歴
史
歴
史
歴
史
にににに
幕幕幕幕    

中
能
登
町
出
身
の
大
阪
在
住
者
で
つ
く

る
「
大
阪
能
友
会
」
が
百
一
年
の
歴
史
に

幕
を
お
ろ
し
ま
し
た
。 

一
青
出
身
の
初
代
会
長
、
細
川
仙
之
助

氏
が
十
歳
で
大
阪
の
商
家
に
奉
公
し
た
後
、

豆
腐
屋
を
開
店
、
以
後
、
町
出
身
の
若
者

を
大
阪
に
呼
び
、
資
金
面
で
の
支
援
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。 

会
員
の
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
、
こ
の

度
、
終
止
符
を
打
つ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

 

良澤次長良澤次長良澤次長良澤次長プレゼンプレゼンプレゼンプレゼン 
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知
事
年
頭

知
事
年
頭

知
事
年
頭

知
事
年
頭
のののの
挨
拶
挨
拶
挨
拶
挨
拶    

    
    

あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県
人
会
の
皆
様
に
は
、

晴
れ
や
か
な
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

ま
た
、
昨
年
九
月
、
全
国
石
川
県
人
会

連
合
会
大
会
が
五
年
ぶ
り
に
県
内
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
は
も
と
よ
り
、

海
外
か
ら
も
多
数
の
県
人
会
の
皆
様
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

昨
年
は
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
開
業
効
果

が
持
続
し
た
一
年
で
し
た
。
多
く
の
観
光

客
が
県
内
各
地
を
訪
れ
る
ほ
か
、
東
北
か

ら
の
観
光
客
の
増
加
や
県
外
企
業
の
支

店
・
営
業
所
設
置
な
ど
、
想
定
を
超
え
る

効
果
が
各
方
面
に
現
れ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
・

敦
賀
間
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
四
年
度

末
の
開
業
に
向
け
て
整
備
が
進
ん
で
お
り

ま
す
。
敦
賀
以
西
に
つ
い
て
も
、
小
浜
・

京
都
ル
ー
ト
に
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

平
成
四
十
二
年
度
末
の
北
海
道
新
幹
線
札

幌
開
業
前
ま
で
の
大
阪
ま
で
の
全
線
整
備

及
び
中
京
圏
と
の
ア
ク
セ
ス
確
保
に
向
け
、

沿
線
各
県
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 

金
沢
港
に
つ
い
て
は
、
新
幹
線
と
ク
ル

ー
ズ
を
組
み
合
わ
せ
た
「
レ
ー
ル
＆
ク
ル

ー
ズ
」
を
追
い
風
に
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄

港
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘
致
に
取
り
組
み
、

日
本
海
側
の
ク
ル
ー
ズ
拠
点
港
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

本
格
的
な
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、
地

方
創
生
へ
の
取
り
組
み
が
課
題
と
な
る
中
、

本
県
へ
の
移
住
・
定
住
の
促
進
を
図
る
た

め
、
昨
年
四
月
に
「
い
し
か
わ
就
職
・
定

住
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ａ

Ｃ
）
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
本
県
企
業
の
魅

力
を
発
信
し
、
県
内
就
職
の
促
進
に
つ
な

げ
、
本
県
の
活
力
向
上
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
子
育

て
環
境
の
充
実
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

県
人
会
の
皆
様
に
は
、
是
非
、
里
帰
り

も
兼
ね
て
ふ
る
さ
と
石
川
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
そ
の
魅
力
を
心
ゆ
く
ま
で
ご
堪
能

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
と
も
石
川
の

応
援
団
と
し
て
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
、
県
人
会
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
こ
の
一
年
が
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し

い
年
と
な
り
ま
す
と
と
も
に
、
県
人
会
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
よ
り
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。 

県
内
県
内
県
内
県
内
だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り    

    

全
国
石
川
県
人
会
連
合
会
金

全
国
石
川
県
人
会
連
合
会
金

全
国
石
川
県
人
会
連
合
会
金

全
国
石
川
県
人
会
連
合
会
金

沢
大
会

沢
大
会

沢
大
会

沢
大
会
のののの
参
加
参
加
参
加
参
加
をををを
終終終終
え
て
え
て
え
て
え
て    

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
    

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会    

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

会
長
会
長
会
長
会
長    

澤
井
澤
井
澤
井
澤
井    

幸
造
幸
造
幸
造
幸
造    

    

結
成
六
十
周
年
第
十
五
回
全
国
石
川
県

人
会
連
合
会
「
金
沢
大
会
」
が
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

私
達
、
関
西
よ
り
事
務
局
の
皆
様
方
の

手
厚
い
配
慮
を
賜
り
、
百
余
名
の
団
体
に

て
一
泊
二
日
の
旅
行
を
企
画
を
致
し
参
加

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
一
日
目
、
金
沢
の

奥
座
敷
、
湯
涌
温
泉
「
か
な
や
」
に
於
い

て
懇
親
を
深
め
、
翌
朝
、
金
沢
城
公
園
、

玉
泉
院
丸
庭
園
を
見
学
し
ま
し
た
。 

    

大
会
で
は
全
国
各
地
か
ら
の
県
人
の
皆

様
と
交
流
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
喜
び
に

堪
え
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
県
人
同
士
が
、
郷
土
の
発
展
と

人
材
育
成
に
協
力
支
援
し
て
い
く
旨
の
大

会
決
議
が
な
さ
れ
、
参
加
者
一
同
、
故
郷

へ
の
思
い
を
新
た
に
致
し
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

微
力
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
関
西
石
川
県

人
会
に
於
い
て
も
勠
力
一
心
に
て
力
を
注

ぐ
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
大
会
開
催
に

向
け
昨
年
よ
り
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
東
京

石
川
県
人
会
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
祈

念
致
し
、
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。    

北
陸
新
幹
線

北
陸
新
幹
線

北
陸
新
幹
線

北
陸
新
幹
線
にににに
山
形
山
形
山
形
山
形
か
ら
か
ら
か
ら
か
ら
直直直直

通
運
転

通
運
転

通
運
転

通
運
転    

 

十
一
月
の
七
、
八
日
の
二
日
間
、
Ｊ
Ｒ

仙
台
駅
と
金
沢
駅
を
乗
り
換
え
な
し
の
直

通
で
結
ぶ
臨
時
列
車
が
運
行
さ
れ
ま
し
た
。

 

通
常
大
宮
駅
で
乗
り
換
え
が
必
要
と
な

る
が
、
今
回
は
直
通
運
行
と
あ
っ
て
、
好

評
を
博
し
予
約
は
早
期
に
売
り
切
れ
と
な

り
ま
し
た
。 

北
陸
新
幹
線

北
陸
新
幹
線

北
陸
新
幹
線

北
陸
新
幹
線
・・・・小
浜
小
浜
小
浜
小
浜
――――
京
都
京
都
京
都
京
都
でででで

正
式
決
定

正
式
決
定

正
式
決
定

正
式
決
定    

    

敦
賀
以
西
の
新
幹
線
ル
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
米
原
案
を
推
す
石
川
県
議
会
や
滋
賀

県
、
舞
鶴
経
由
を
推
す
京
都
府
、
小
浜
を

経
由
し
て
京
都
・
大
阪
案
を
推
す
富
山
県
、

福
井
県
、
関
西
連
合
と
で
意
見
が
分
か
れ

て
い
た
ま
し
た
が
、
中
京
圏
と
の
ア
ク
セ

ス
に
も
配
慮
す
る
方
向
性
で
、
一
日
も
早

い
全
線
整
備
に
向
け
三
県
が
足
並
み
を
そ

ろ
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

志
賀
町

志
賀
町

志
賀
町

志
賀
町
の
こ
ろ

の
こ
ろ

の
こ
ろ

の
こ
ろ
柿柿柿柿    

大
阪
市
場

大
阪
市
場

大
阪
市
場

大
阪
市
場
でででで
十
万
円

十
万
円

十
万
円

十
万
円    

    

地
理
的
表
示
保
護
制
度
（
Ｇ
Ｉ
）
に
登

録
さ
れ
た
「
能
登
志
賀
こ
ろ
柿
」
が
大
阪

市
中
央
卸
売
市
場
本
場
で
の
初
セ
リ
で
、

一
キ
ロ
入
り
一
ケ
ー
ス
が
最
高
価
格
十
万

円
で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。
志
賀
町
の
こ
ろ

柿
は
あ
め
色
で
高
級
感
が
あ
り
評
価
は
高

い
く
、
六
割
程
度
は
海
外
に
輸
出
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

澤井澤井澤井澤井会長挨拶会長挨拶会長挨拶会長挨拶    

 



大裕鋼業株式会社

স૕ଗ公園・玉泉院丸庭園

湯涌温泉（かなや旅館）

৸ব大会（঍ॸঝস૕）



９月２４日（土）から２５日（日）にかけて、第１５回全国石川県人会連合会金沢大会に参加するため、関西
石川県人会連合会 総勢９７名でバス旅行を実施しました。大阪城公園駅を出発し、初日は、福井県の一乗
谷朝倉氏遺跡を見学、加賀市の月うさぎの里で昼食を食べ、中谷宇吉郎雪の科学館などを見学して、湯涌
温泉「かなや旅館」に宿泊し、親睦を深めました。翌日は、平成２７年３月にオープンした玉泉院丸庭園を散
策したのち、全国大会に参加しました。

大阪出発

一乗谷朝倉氏遺跡

添乗ボランティアで参加してくれた川端さん

石川県知事表彰を受賞された皆様

全国石川県人会連合会会長感謝状授与された皆様

辻口氏による万歳三唱『石川アイ（愛）』
山本あきさんがお祝いに
駆けつけてくれました。
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平成 28年度県人会・同窓会等開催状況

（６月以降） 
 

6月 26日  羽咋工業高校同窓会   

7月  2日 神戸あすなろ会同窓会 

7月  2日 関西松任会総会      

9月 25日 全国石川県人会金沢大会  

10月  2日  京都県人のつどい     

10月3∼4日 加賀浴友会懇親会・総会  

10月 15日  羽咋高等学校同窓会・総会 

10月 21日  石川県人祭        

10月 29日 門前高校同窓会      

 

    

 

関西石川県人会連合会（設立：昭和 37 年 11 月 18日）（団体会員 29団体、1,303名、個人会員 51 名) 

会長 澤井幸造（平成 25年 6月 15日就任） 

   大阪能登互助会（設立：昭和 27年 5 月 24日）（11 団体、130名） 

      会長 西村正勝  

    

       

   

 

 

 

加 賀 浴 友 会（設立：昭和 24年 1 月 18日）（8団体、84名） 

      会長 中松勝彦 

  

  

 

    

単 独 組 織 系（10団体、1,089名）  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

個 人 会 員 (51名) 

 

       

 

①親友会 (17) 

②能親会 (18) 

③友愛会 ( 8) 

④浴進会 (12) 

⑤御祖会 (27) 

①大 阪 北 友 会 (22) 

②加 賀 親 友 会 (15) 

③小 松 銀 窓 会 (16) 

④諏  訪  会 (13) 

⑤柴 山 親 友 会 ( 3) 

⑥向  友  会 ( 8) 

⑦大 阪 日 末 会 ( 4) 

⑧加 賀 浴 親 会 ( 3) 

その他   

大阪ふるさと会( 4) 

春  友  会( 5) 

花  友  会( 4) 

協  和  会(10) 

一 青 能 親 会( 6) 

①関 西 鶴 来 会   ( 50)         

②大 阪 白 山 会   ( 40) 

③関 西 松 任 会   (120) 

④大 阪 穴 水 会   ( 77) 

⑤あすなろ会(神戸石川県人会)(86) 

⑥八尾石川県人会  ( 26) 

⑦東大阪石川県人会 (348) 

⑧南大阪県人会   ( 42) 

⑨大阪市石川県人会 (170） 

⑩北大阪石川県人会 (130) 

 

その他団体 

 関西ふるさと山中会  (110) 

 大阪輪島会          (110) 

 関西野々市会        ( 12) 

 大阪理容石川県人会  ( 25) 

関西羽咋会          ( 60) 

 関西珠洲会          ( 40) 

京都石川県人会（約 210名） 

（設立：平成８年６月） 

⑥柳和会    (10) 

⑦良川会    (10) 

⑧黒氏会    ( 9) 

⑨能登部睦会( 9) 

⑩朋友会    ( 5) 

⑪親盛会    ( 5) 

 

 

 

 

11月 6日 関西珠洲会総会 

11月 5日 小松工業高等学校同窓会  

11月 6日  大阪輪島会総会 

11月12日  関西鶴来会総会 

 1月13日  能登互助会新年会 

  1月19日 関西石川県人会新年会 

 1月22日 金商菫台新年会 

  1月24日 加賀浴友会新年会 

 1月28日 京都県人会新年会 

  2月 4日  東大阪県人会新年会 

2

月 4日  東大阪県人会新年会 

 


